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福井県版流域治水施策集
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流域治水協議会に参加するさまざま実施主体が県内で取り組んでいる流域治水の実例について、各ワーキンググループ

の成果等を用いて、概要、要点をとりまとめた施策集を作成。

新たに実施しようとする場合や、始めたが問題に行きあたり困っている場合などに、自治体職員の取組推進の参考とな

るような資料として整理。

第一弾として、これまでのWGで報告があった事例から代表事例を整理し、随時更新（追加、時点更新）していく予定。

■ 福井県版流域治水施策集（イメージ） とりまとめ中のため、最終版と体裁、内容が異なる場合があります。

福井河川国道事務所



ＮＩＰＰＯＮ防災資産
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内閣府、国土交通省では、地域で発生した災害の状況を分かりやすく伝える施設や災害の教訓を伝承する活動などを、

「NIPPON防災資産」として内閣府特命担当大臣（防災）、国土交通大臣が認定する制度を令和6年5月に新たに創設。令

和6年9月5日に第1回の認定案件を公表。

引用： https://www.mlit.go.jp/river/bousai/bousai-shisan/index.html

福井河川国道事務所
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農地・農業用施設の活用検討チーム

【目的】 令和３年度から田んぼダムをはじめとする農地や農業用施設の機能を活かして効果的な

流域治水を推進するため、県部局横断型チーム（農林水産部／農村振興課・農林総合事務所、

土木部／河川課・土木事務所、関係市町など）を設置して調査・検討を進めている。

令和３年度の取組み

【テーマ：田んぼ】
田んぼダムの取組み推進

令和４、５年度の取組み

【取組み成果】
・福井県田んぼダム推進マニュアルの策定

【テーマ：開水路】
田島川流域をモデルに農業用

水路の機能を活かした流域治水
対策を検討

【具体的な検討内容】
・田んぼダムの構造、普及啓発
・水田貯留効果、作物への影響

令和５、６年度の取組み

【テーマ：パイプライン】
底喰川・馬渡川流域および

福井市街地（芝原用水区域）
をモデルに農業用水路のパイ
プライン化が流域治水に与え
る影響を検討

【具体的な検討内容】
・現地調査（浸水箇所、農地・
農業用施設、河川への放流
箇所等）

・農地・農業用水路の流域
治水機能の調査

【具体的な検討内容】
・国営パイプライン事業実施前後
の浸水箇所の検証

・用水路の治水効果向上策を検討

【取組み成果】
・ゲートの遠隔操作や排水先の変更など、
・実効性のある流域治水対策案をとりまとめ

【取組み成果】
・パイプライン化による流域治水効果を確認
・実効性のある流域治水対策案をとりまとめ

ワークショップ形式による対策案の検討（R６）

福井県


